
［成果情報名］三重県トマト産地におけるタバココナジラミバイオタイプ Q の殺虫剤感受性 

［要約］タバココナジラミバイオタイプ Q は、2013 年当時よりも殺虫剤抵抗性が発達して

おり、主要な殺虫剤 8 剤のうち、4 剤で感受性が低下傾向にある。 

［キーワード］タバココナジラミバイオタイプ Q、殺虫剤感受性、トマト 

［担当］三重県農業研究所 農産物安全安心研究課 

［分類］普及 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

県内トマト産地では、タバココナジラミが媒介する黄化葉巻病や黄化病による被害が

近年問題になっている。この要因として、タバココナジラミバイオタイプ Q の発生と、

殺虫剤感受性の低下が考えられるが、近年の殺虫剤に対する感受性の状況は不明である。

そこで、主要産地のタバココナジラミにおける殺虫剤感受性を把握し、防除体系構築に

活用する。 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．県内のトマト産地で使用される主要な 8 剤のうち、4 剤で殺虫剤感受性が低下傾向に

ある（図 1）。特に、6 剤は 2013 年には殺虫剤感受性が比較的高かったが、2020

年にはそのうち 3 剤において感受性が低下している（図 1）。 

 

２．殺虫剤感受性が低下している剤を、圃場でタバココナジラミに対して散布して

も実用的な防除効果は得られない(図 2)。このことは、県内のトマト栽培におい

て、タバココナジラミ防除に有効な殺虫剤の種類が減少していることを示す。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．薬剤感受性検定に供試した 2013 年に採集した 3 個体群と、2020 年及び 2021 年に採集

した 3 個体群は、県内の施設栽培トマトから採集したタバココナジラミバイオタイプ

Q である。 

 

２．殺虫剤感受性が低下し、防除効果が低い剤は、コナジラミ類媒介ウイルスの感染リス

クの高い時期や、コナジラミ類の多発生時の使用を控える。 

 

３．複数の主要な殺虫剤の薬剤感受性が低下傾向にあるため、薬剤抵抗性管理の観点から

微生物殺虫剤や天敵等を取り入れ、化学合成殺虫剤の使用回数を減らすよう努める。 

  



［具体的データ］ 
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図 2 タバココナジラミの薬剤感受性とトマト栽培圃場における防除効果との関係  

2022 年圃場試験 品種「CF 桃太郎ファイト」 供試虫：20 木曽岬個体群  

ピリフルキナゾン水和剤 4000 倍希釈液、スルホキサフロル水和剤 1000 倍希釈液、レピメクチン乳剤

1000 倍希釈液 250 L/10a 相当量を 1 回散布。散布 7 日後の幼虫の補正密度指数を算出。  

括弧内は 20 木曽岬個体群の補正死虫率  
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図 1 2013 年および 2020 年におけるタバココナジラミバイオタイプ Q 成虫の殺虫剤感受性  

殺虫剤感受性検定は、インゲン葉の葉片浸漬法を用い薬剤供試 5 日後の補正死虫率 (Abbott,1925)を算出。

シアントラニリプロールとスルホキサフロルはトマトのコナジラミ類への登録が 2013 年以降のためデ

ータなし  
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